
自
主
財
源

依
存
財
源

58.7
%

41.3
%

一般会計歳入
合計

109億1,480万円

一般会計歳出
合計

105億6,409万円

町税 34億9,371万円 32.0%

諸収入等 20億6,927万円 19.0%

繰入金 3億8,554万円 3.5%

繰越金 4億5,726万円 4.2%

各種交付金等 22億2,592万円 20.3%

国庫支出金 10億4,257万円 9.6%

県支出金 6億6,355万円 6.1%

町債 5億7,698万円 5.3%

　　　議会費 1億220万円　　 1.0%

　　　総務費 31億1,072万円　29.4%

　　　民生費 28億2,400万円　 26.7%

　　　衛生費 6億4,052万円　　 6.1%

　　　労働費 2,722万円　　 0.2%

農林水産業費 3億6,807万円　　 3.5%

　　　商工費 2億298万円　　 1.9%

　　　土木費 7億5,819万円　　 7.2%

　　　消防費 4億2,718万円　　 4.0%

　　　教育費 8億3,043万円　　 7.9%

　災害復旧費 1億9,777万円　　 1.9%

　　　公債費 10億7,481万円　 10.2%

議会の活動・運営などの経費

庁舎や財産の維持管理、戸籍管理、税金の徴収などの経費
町民税、固定資産税、軽自動車税など

さまざまな事業の実質負担や財産収入、寄付金など

基金から繰り入れるお金

昨年度から繰り越したお金

国が特定の事業に対して交付するお金

県が特定の事業に対して交付するお金

国や県が徴収した税のうち市町村に配分されるお金

施設の整備や地方交付税の収支不足について
国や銀行などから借りるお金

保健や健康づくり、ゴミ処理、環境対策などの経費

労働者の福祉向上や雇用の促進などの経費

商工業や観光の振興などの経費

道路や河川、公園などの整備や管理などの経費

消防や救急、消防団活動などの経費

学校教育や生涯学習の充実、文化・スポーツ振興などの経費

事業を行うために借り入れた町債の返済金

農業の振興や生産基盤の整備などの経費

災害により被災した施設の復旧などの経費

高齢者、障がい者、児童の福祉などの経費

各種団体への
補助金や負担金など

町民一人あたりに
使われたお金
43万

4,272円※

町民一人あたりの
負担（納税額）
14万

3,620円※

維持補修費
2,372万円　0.2%

これがこれがこれが職員などに支払われる給料など

町民の生活を
支援するための
福祉的なお金

職員などに支払われる給料など人件費
15億7,871万円
14.9%

福祉的なお金扶助費
16億2,310万円 15.4%

公債費
10億7,481万円
10.2%

物件費
13億5,239万円
12.8%

各種団体への

補助費等
21億1,937万円　

20.0%

積立金
7億8,090万円

7.4%

投資及び
出資貸付金
697万円
0.1%

繰出金
13億2,766万円

12.6%

災害復旧事業費
1億9,804万円 1.9%

借入金の返済の
ためのお金

施設を修繕するためのお金

平成
28年度

道路、学校などの
施設整備のための
お金

町の事務に必要な
物品購入などのお金

中小企業融資制度
や奨学金貸付の
ためのお金

基金に積立てを
行うためのお金

災害により被災した
施設の復旧を行うため
のお金

一般会計が特別会計へ
支払うお金

普通建設事業費
4億7,842万円 4.5%
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行
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報
告

　
町
政
の
運
営
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

い
た
だ
い
た
税
金
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い

る
の
で
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
そ
の
使
い
道

に
つ
い
て
公
表
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
紙
で
は
、「
平
成
28
年
度
決
算
」
を
見

な
が
ら
、
境
町
の
財
政
状
況
を
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
ま
す
。

　
町
の
決
算
は
、
予
算
（
事
前
に
１
年
間
に

入
っ
て
く
る
収
入
と
そ
の
使
い
道
を
見
積

も
っ
た
も
の
）
に
対
し
て
、
実
際
に
行
政
活

動
を
し
た
結
果
を
示
し
た
も
の
で
す
。
上
の

図
は
平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
決
算
の
状
況

で
す
。１
年
間
に
町
に
入
っ
て
き
た
お
金（
歳

入
）
は
、
町
税
や
町
債
な
ど
に
分
類
し
、
町

が
払
っ
た
お
金
（
歳
出
）
は
、
そ
の
目
的
に

よ
っ
て
分
類
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て

町
が
自
由
に
使
い
道
を
決
め
る
こ
と
が
で
き

る
お
金
（
自
主
財
源
）
が
ど
の
く
ら
い
あ
っ

た
の
か
、
ま
た
ど
う
い
っ
た
事
業
に
ど
れ
だ

け
の
お
金
を
使
っ
た
の
か
を
分
析
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。　

　
歳
出
は
目
的
別
に
分
類
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
人
件
費
や
扶
助
費
な
ど
支
払
っ
た
お
金

の
性
質
別
に
分
類
す
る
こ
と
で
、
義
務
的
な

経
費
（
人
件
費
や
借
金
の
返
済
費
用
な
ど
、

支
払
い
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
簡

単
に
削
減
で
き
な
い
経
費
）
や
投
資
的
な

経
費
（
道
路
や
施
設
の
建
設
な
ど
将
来
に
形

が
残
る
も
の
に
対
す
る
経
費
）
の
割
合
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
平
成
28
年
度
の
一
般

会
計
決
算
の
性
質
別
分
類
は
上
の
円
グ
ラ
フ

の
と
お
り
で
す
。
義
務
的
経
費
が
約
43
億
円

（
40
・
５
％
）
で
、
投
資
的
経
費
が
約
７
億

円
（
6.4
％
）
で
し
た
。

決
算
か
ら
分
か
る
こ
と

境町の財政状況を
分かりやすく教えて

平成28年度　一般会計決算の状況

歳出の性質別グラフ

新たな財源確保策として、平成 26年 8月より「茨
城さかいソーラー株式会社」を設立し、クリーン
でエコな太陽光発電を行なっています。平成 28
年度は、売電収入と施設貸付料で約 2,470 万円が
町へ寄付されました。20年間にわたり、売電収
入はおよそ 12億円になる見込みです。

義務的経費
40.5%

投資的経費
6.4%

その他
53.1%

平成 28年度に実施した主な事業
ふるさと納税推進事業 ……………………8 億 2,579 万円
熊本県災害支援事業 …………………………1 億 1,189 万円
文化村リノベーション推進事業 …………… 6,798 万円
子育て応援学校給食費補助金交付事業 …… 2,800 万円
防災用備蓄倉庫設置事業…………………… 1,231 万円
いきいき福祉大会事業 …………………………… 672 万円
赤ちゃん紙おむつ等購入費助成事業 ………… 668 万円

※平成 29 年 4 月 1 日現
在の常住人口 2 万 4,326
人より算出しています。

町の台所事情って

どうなの？

町も貯金を

しているの？

太陽光発電事業

借金はしない
ほうがいいんじゃないの？

年度は、売電収入と施設貸付料で約 2,470 万円が
町へ寄付されました。20年間にわたり、売電収
入はおよそ 12億円になる見込みです。

次ページから
町の貯金と借金について
詳しくご紹介します！

20年間にわたって安定した収入を確保！

改善中！




